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資料館だより資料館だより ２０25.9.２５（年４回発行）

「人・まち・自然が調和し躍動するまち〜誇り高い沼津を目指して〜」

Vol.50 No.2（通巻２47号）

　新たに寄贈された日本画「川中島」を紹介します。大
岡の金子千満喜さんから寄贈していただきました。
　頼

らい
山
さん
陽
よう
の漢詩『題不識庵撃機山圖』（川中島）の「鞭

べん

聲
せい

粛
しゅく

々
しゅく
夜
よる
河
かわを
過
わたる
」を題材にしたもので、薄

うす
靄
もや
の中、馬で鞭

むち

の音も静かに浅瀬を渡る上
うえ
杉
すぎ
謙
けん
信
しん
主従の姿が描かれてい

ます。謙信は白い頭
ず
巾
きん
を被

かぶ
り、僧体で白馬に乗っています。

　永禄４年（１５６１）９月の第四次川中島の戦いは、『甲陽
軍鑑』では妻

さい
女
じょ
山
ざん
に布陣した上杉勢を、挟

はさ
み撃

う
ちにすべく、

武田勢は別動隊を妻女山に向かわせますが、それを事前
に察

さっ
知
ち
した上杉勢は静かに山を下り、雨

あめ
宮
みや
の渡しで千

ちく
曲
ま

川
がわ

を越え八
はち

幡
まん

原
ばら

に向かい、霧が晴れると突
とつ

如
じょ

信玄の本
ほん

陣
じん
の目

もく
前
ぜん
に迫

せま
っているという状況になっていました。

　この合戦では、信玄にこの啄
き つ つ き
木鳥戦法を進

しん
言
げん

した山
やま

本
もと

勘
かん

助
すけ

は奮
ふん

戦
せん

の後、討ち死にしたといわれています。
　作者の佐々木古桜は、本名寿太郎、明治２５年京都
生まれで、京都で日本画を修行した後に沼津に移住し、
千本に住み、昭和２０年７月の沼津空襲で焼け出されま
した。その後、庄栄町に移り、昭和５１年に亡くなりました。
夫人は河

かわ
鍋
なべ

暁
ぎょう

斎
さい

の遺児と伝えられる宇
う
田
だ
雨
う
柳
りゅう

（柳蔵）
の次女はるさんです。
　武

む
者
しゃ

絵
え
を得意とし、三島大社に奉納した源

みなもと
為
ため

朝
とも

の大
衝
つい
立
たて
が代表作とされ、当館には戦中・戦後に豆画帳に記

された絵日記「戦中絵日記」が本人から寄贈されています。

日本画「川
かわ
中
なか
島
じま
」佐

さ
々
さ
木
き
古
こ
桜
おう
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駿河湾の漁
　　　　　　川口　洋司さんの漁話
川口組の漁への願いと感謝・・・その２

　川口さんからご寄贈頂いた『昭和六年一月巾
きん

着
ちゃく

網台
帳第三号』（以下、『台帳』）には、昭和６年（１９３１）
初～昭和１５年（１９４０）末までの収支表が含まれていま
す。それを見ていくと、寺社などへの信仰に関する支
出もあります。今号は、『台帳』の中から昭和８年（１９３３）
の寺社に関する支出（表参照）を見ていきます。
●三島大社（三島市）
　川口さんが現役の頃、１月２日にバスを借りて乗組
員とその妻子と共に恵

え
比
び
寿
す
（事

こと
代
しろ

主
ぬしのかみ

神）を祀
まつ

る三島大
社へ参拝していました。恵比寿は豊漁をもたらす神と
して漁師から信仰の篤

あつ
い神です。それは川口組で１０月

２０日に行われている恵比寿講にも表れています。『台
帳』でも三島大社参拝日を１月２日としている年が多
く、昔から日付が決まっていたことがわかります。昭
和８年は、正月の他、２・５・９・１２月にも三島大社
へ参拝しており、他に比べて支出も高額なことから川
口組にとって重要な神社であることがわかります。
●大

お
瀬
せ

神社（西浦江
え

梨
なし

）
　川口さんが現役の頃は、１月３日に漁と海上安全に
ご利

り
益
やく

のある大瀬神社へ大漁旗を飾り付けた漁船で参
拝にでかけていました。沼津の漁師は大瀬神社に参拝
することを「大瀬参り」と称しているほど、大瀬神社
は漁師の信仰が篤い神社です。１月３日の大瀬参りは
川口組の有志で行いますが、大瀬神社の例祭である４
月４日の大瀬祭りには、川口組の乗組員をはじめ、普
段は船に乗れない女性も乗せて大瀬参りを行います。
大瀬祭りでは赤い幟

のぼり
を奉納することが近隣の漁師のな

らわしとなっているため、表中４月４日の「昇
のぼり

代」は
この費用と考えられます。普段行っている漁でも大漁
となればその度にお礼の大瀬参りを行います。
●豊川稲

い な り
荷（妙

みょう
厳
ごん

寺 愛知県豊川市）
　稲荷も恵比寿同様大漁をもたらす神として知られて
います。表中１月１５日の豊川稲荷は日本三大稲荷の一
つとして全国的に知られている稲荷です。他の年には
水晶山（伊豆の国市）にある稲荷神社を訪れています。
この稲荷神社には川口組と同じ獅

し
子
し
浜
はま
の五号網組が昭

和３年（１９２８）に奉納した石
いし

灯
どう

篭
ろう

があり、獅子浜の漁
師の信仰が篤かったようです。表中４月８日は「組ノ
稲荷様」への出費で、川口組で祠

ほこら
を建てて祀っている

稲荷に関する費用でしょう。川口組を解散した時には
川口組の稲荷を伏

ふし
見
み
稲荷大社へ返納しています。

●神
しん

明
めい

神社・吾
あ

妻
づま

神社（いずれも獅子浜）
　この２柱は川口さんが住む獅子浜にある神社です。
川口さんが現役の頃は、毎月の勘定の時には集落内の

全ての寺社に金銭を包んで奉納していました。表中３
月１３日は神明神社の上棟式、９月１７日の吾妻神社は例
祭日のため、勘定の時の奉納とは別の奉納です。６月
２０日の「区社御礼参リ女シ」は川口組の女シ（女衆）
による集落内の神社への漁へのお礼参りになります。
●人

ひと
穴
あな

浅
せん

間
げん

神社（富士宮市）・丸
まる

子
こ

浅間神社（浅間町）
　表中３月１７日、１１月３０日に出てくる「人穴様」は人
穴浅間神社を指していると考えられます。人穴には富
士講の開祖長谷川角

かく
行
ぎょう
が修行した洞

どう
穴
けつ
があり、富士講

の聖地となっていました。また、表中１０月２４日の「丸
まる

子
こ
様」は丸子浅間神社のことと思われます。元々は丸

子神社・浅間神社と別々の神社でしたが、明治１０年
（１８７７）に丸子神社（丸子町）が浅間神社へ遷

せん
座
ざ
して

一
いっ
扉
ぴ
二
に
社
しゃ
となっており、浅間神社に関連する神社となっ

ています。川口さんが現役の頃はいずれの神社への参
さん

詣
けい
を行っていませんが、国指定重要有形民俗文化財「沼

津内浦・静浦及び周辺地域の漁
ぎょ

撈
ろう

用具」の中には須走
口（小山町）や吉田口（山梨県富士吉田市）の富士講
の御

お
師
し
が出した御札があり、漁師にとって富士山を祀

る浅間神社が信仰の一つになっていたようです。
●鯖

さば
大
だい

師
し

（崇
そう

福
ふく

寺 静岡市駿河区）
　表中１０月１９日の静岡鯖大師とは鯖を持った弘法大師
を祀

まつ
る崇福寺のことです。崇福寺の鯖大師は八坂寺（徳

島県海陽町）の鯖大師から大正年間に勧
かん
請
じょう
されました。

八坂寺の鯖大師のご利益は子宝成
じょう
就
じゅ
・病気平

へい
癒
ゆ
ですが、

崇福寺では大漁のご利益として静岡県内の漁師から信
仰を集めました。川口さんが現役の頃も不漁が続くと
鯖大師へ行って祈願を行っていました。
　他の年には、「成田山」（新勝寺 千葉県成田市）・「大
山様」（阿

あ
夫
ふ
利
り
神社 神奈川県伊勢原市）・「伊勢」（伊

勢神宮 三重県伊勢市）などへの支出も見られ、日本各
地の寺社に大漁祈願を行っていたことが分かります。
（話：川口洋司氏 昭和１７年生まれ 沼津市獅子浜在住）

表：昭和８年の寺社関連の支出
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陸地測量部２万分の１地形図　「沼津」　明治２０年

『ふるさと沼津覚書』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　雅功
■大岡・金岡編　その３　生活の舞台②　
●扇状地の地形・地質　黄瀬川扇

せん
状
じょう
地
ち
の特性として、　

砂礫より主に砂泥質の「黄瀬川扇状地堆積物」から成り、
富士山の山体崩壊（御殿場岩

がん
屑
せつ
なだれ）で約２９００年前に

流下した「御殿場泥
でい
流
りゅう
」を起源とする点を前回紹介した。

　岩屑なだれ発生後２００～３００年間に派
は
生
せい

した泥流は河
川等に流れ込み、何度か再堆積して均質な地層ではな
い。溶岩流と古富士泥流堆積物の上に、新期の泥流堆
積物が１０ｍ以下の層

そう
厚
こう

で乗る「火山性薄
はく

層
そう

扇状地」の
典
てん

型
けい

である。すでに愛
あし

鷹
たか

・箱根山間の「黄
き
瀬
せ
川
がわ

谷
だに

」に
は約１万年前に三島溶岩が流れ、長泉町下

しも
土
と
狩
がり

～三島
市壱

いっ
町
ちょう

田
だ
間に溶岩流の高まりがあり、鮎

あゆ
壺
つぼのたき

滝や徳
と
倉
くら

大
おお

滝
たき

（鮎返しの滝）の遷
せん

移
い
点
てん

が位置する。
　黄瀬川扇状地には箱根山寄りの大

だい
場
ば
川
がわ

沿い、愛鷹山
寄りの黄瀬川沿いとに段丘地形が見られる。段丘化に
伴
ともな

い、部分的ながら「開
かい

析
せき

扇状地」の様
よう

相
そう

を呈
てい

する。
河岸段丘は主に鮎壺滝以南の沼津市寄りの黄瀬川本流
側に広がり、２段から３段程度の局

きょく
部
ぶ
的
てき

な段丘面が見
られる。河岸段丘の発達が顕

けん
著
ちょ

でないのは、扇状地の
形成時期が比較的新しく、かつ圧倒的に短期間で急激
な泥流堆積物の拡大であったことが関係する。
　むしろ大部分の扇状地面（地形の原

げん
面
めん

）が広く残っ
ている。もちろん縄文時代中期以降の海水準の変動

（海
かい
退
たい
）が主要因ではなく、すでに沼津市三

み
芳
よし
町
ちょう
付近の

段
だん

丘
きゅう

崖
がい
の露

ろ
頭
とう

で２回の泥流の流下があったことが確認
できている。つまり弥生時代前期頃でも、数回の泥流堆
積物の拡大があったことに起

き
因
いん
していることが分かる。

　扇
せん

頂
ちょう

を裾野市水
みさ

窪
くぼ

付近として捉
とら

えれば、長泉町以南
で旧

きゅう
河
か
道
どう

を利用した灌
かん

漑
がい

用水路と古代に成立した条
じょう

里
り

水田のほか三島の湧
ゆう

水
すい

利用や中世から近世にかけての
耕地開発も、一般的な扇状地に比較して砂

さ
泥
でい

質
しつ

土
ど
壌
じょう

故
ゆえ

の「保
ほ
水
すい

性
せい

の良さ」が、黄瀬川扇状地ならではの特異
性と言える。ただし黄瀬川以東でも溶岩の高まりや水

すい

利
り
に恵まれない乏

ぼう
水
すい

地域が、長泉町本
ほん

宿
じゅく

・竹
たけ

原
はら

や清水
町伏

ふし
見
み
・八

や
幡
はた

付近の河岸段丘上に広く見られる。
　黄瀬川の流れは扇

せん
央
おう

部
ぶ
で先に流下した三島溶岩流の

高まりを避
さ
け、箱根山西

せい
麓
ろく

のローム層や軽
かる

石
いし

流
りゅう

が分布
する大

だい
場
ば
川
がわ

沿いより、むしろ長泉町南
みなみ

一
いっ

色
しき

から下
しも

長
なが

窪
くぼ

にかけての愛鷹山東麓で黄瀬川の河道の固定化が進ん
だ。沼津市北小林付近には愛鷹火山のローム層の堆積
地があり、やがて南小林～本宿間で河川の蛇

だ
行
こう

が始
まった。側

そっ
刻
こく

や堆積作用が容易であり、沿岸部に新旧
の河

か
床
しょう

部
ぶ
を残して段丘地形を形成した。ただし愛鷹山

の尾根の張り出し部を深く下
か
刻
こく

した「古
こ
黄
き
瀬
せ
川
がわ

」を前
身としている点からで、鮎壺滝の北東側の溶

よう
岩
がん

丘
きゅう

や滝
より南側の南小林・上石田付近の「埋

まい
没
ぼつ

段
だん

丘
きゅう

」なども

あって、地質構造的にはそう単純ではない
●表

ひょう
層
そう

地質と土
ど

壌
じょう

特性　大岡・金岡地区の平地部分の
大半は、御殿場岩屑なだれを起

き
源
げん
とした泥流堆積物で

砂泥質の「黄瀬川扇状地堆積物」から成る。そのため
砂礫から成る一般的な扇状地とは大いに異なっており、
地区全体に地表面から天

てん
水
すい

や地表水が浸
しん

透
とう

しにくく、
透
とう
水
すい
性
せい
の悪さから地

ち
下
か
水
すい
面
めん
も浅い「乏

ぼう
水
すい
地域」が広がる。

　黄瀬川下流域では御殿場泥流の二
に
次
じ
堆積物のため

に、その特性は一
いち

様
よう

ではない。再
さい

堆
たい

積
せき

で土
ど
石
せき

流
りゅう

の先に
土石流から移

い
化
か
して生じたものが中心である。露

ろ
頭
とう

の
地層断面でも層

そう
理
り
面
めん

が乱れ、攪
かく

乱
らん

されて淘
とう

汰
た
が悪く、

砕
さい

屑
せつ

物
ぶつ

の礫
れき

・砂・シルトの分
ぶん

級
きゅう

の選
え
り分

わ
けや水平堆積

も少ない。流水を介
かい

在
ざい

して短時間に流下したため、直
径５～２０㎝の円礫を多く含み、人

じん
頭
とう

大
だい

の円礫の混入の
ほか、時には直径３ｍ前後の大石も各地で散

さん
見
けん

する。
　一般に粘

ねん
性
せい
がなく非常に硬

こう
質
しつ
で、固く締

し
まった地層で

ある。黄
おう

色
しょく

～黄
おう

褐
かっ

色
しょく
、褐

かっ
灰
かい

色
しょく

～灰
かい

色
しょく
を呈

てい
している。考

古学の発掘に伴う地表近くの便
べん

宜
ぎ
的
てき
な土壌の分類とし

て、透水性が比較的あり、主に砂礫から成る「砂
じゃ
利
り
マサ」

より砂質の「マサ砂」などの使い分けがある。富士宮市・
富士市や三島市など、沼津市・清水町の一部では固

こ
結
けつ

した泥流堆積物の盤
ばん
層
そう
のことを「カンカンマサ」と呼ぶ。

元々富士・愛鷹山麓の固結した火山灰の俗
ぞく
称
しょう
を「マサ（真

砂）」と呼び、砂混じりの粘土を指す「マサ土」に似る。
　砂・シルトなどから成る「カンカンマサ」の事例と
して、下石田の豆

ま
生
みょう

田
だ
遺跡や下石田原田遺跡ではシル

ト質のマサを切り込んで住
じゅう

居
きょ

址
し
が築かれていた。一方、

砂質で緩
ゆる

くかつ締まりのない地層で、崩れやすい場合
もあり、多様な外

がい
見
けん

や顔付きさえ持っている。なお不
透水性の強い粘土等は低

てい
湿
しっ

地
ち
での事

じ
例
れい

に多い。
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歴民からのお知らせ

歴民講座の開催について

沼津市歴史民俗資料館だより
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E-mail:cul-rekimin@city.numazu.lg.jp
URL:https://www.city.numazu.shizuoka.jp/kurashi/shisetsu/rekishiminzoku/index/htm

TEL 055-932-6266沼津市歴史民俗資料館 

下記の通り歴民講座を開催します。
期日　　令和７年１１月９日㈰　午後１時半
会場　　沼津市立図書館４階　視聴覚ホール
演題　　「戦国北条家の判

はん
子
こ
行政と豆州西浦」

講師　　歴史学者　黒
くろ

田
だ
基
もと

樹
き
さん

　事前申し込みが必要です。申し込み方法は「広報ぬ
まづ」１０月１日号を御覧ください

皇室ゆかりの地探訪３　我入道の浜・御摘草記念碑
　我入道字蔓

まん
陀
だ
ケ
が
原
はら
にある我入道公園の一画に高さ６

ｍ近くもある大きな石碑が建てられています。正面に
は「昭

しょう
憲
けん
皇
こう

太
たい

后
ごう

御摘草記念碑」と記された海軍大将有
あり

馬
ま
良
りょう

橘
きつ
の揮

き
毫
ごう
による碑

ひ
銘
めい
が、裏面には東京帝国大学の

宇
う
野
の
哲
てつ
人
と
教授の撰

せん
文
ぶん
による碑文が彫り込まれています。

　これは、昭和１０年８月に我入道地区民により建立され
たもので、大正３年４月９日に沼津御用邸で亡くなった
昭憲皇太后の遺

い
徳
とく
を偲

しの
ぶために建てられたものです。皇

太后からは沼津御用邸に行
ぎょう

啓
けい
する度

たび
に楊原村に道路橋

きょう

梁
りょう
修繕費、高齢者に菓子料などが下

か
賜
し
されていました。

　石材は宮城県石
いしのまき

巻産で、長さ６．７ｍ、厚さ３３㎝、重
量約１５ｔという大石を沼津駅から我入道まで青年団等
１５０人が奉仕で曳

ひ
いたと伝えられます。

　『昭憲皇太后実録』によれば、皇太后が沼津御用邸滞
在中、初めて我入道海岸に足を運んだのは、皇后時代
の明治３９年４月１３日のことのようです。それまでは牛

うし

臥
ぶせ

海岸や三
み
島
しま

館
かん

などを訪れていました。以後、亡くな
るまで避

ひ
寒
かん
のために沼津御用邸に毎年長期に渡り滞在

する度に、４月頃にこの地に１度か２度は足を運ばれ、
自
じ
生
せい
する浜

はま
防
ぼう
風
ふう
などの野草を摘

つ
んで楽しまれました。

　浜防風は学名Ｇｌｅｈｎｉａ ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ、セリ科の多年草
で、中国の漢

かん
方
ぽう

薬
やく

に使われる防風に似て、砂海岸の砂
地に群

ぐん
生
せい

することからその名があります。山菜として
食用にされるほか漢方薬などにも利用されるようで
す。初夏から夏が花期ですが、まだ若芽の時期に訪れ
ていたことになります。今でもわずかに防波堤から海
側の砂浜に自生しています。
　皇太后は御用邸滞在中も明治天皇を祀

まつ
る祭

さい
壇
だん
を設けて

草木などの珍しいものを御霊前に供えていたと伝えられ
ています。
　石碑の周囲に巡らされた玉

たま
垣
がき

の柱の頭部には、金
こん

剛
ごう

石
せき

（ダイヤモンド） をかたどった飾りがつけられてい
ますが、これは皇太后が華

か
族
ぞく

女学校 （学習院女子部）
に下賜された御

み
歌
うた

「金剛石」に因
ちな

むものです。
　この記念碑には後日談もあります。戦後焼失した本邸
内に残されていた鶴のブロンズ像を地元ではこの地に移
すことを希望しましたがなかなか聞き入れられず、貞

てい
明
めい

皇后の「鶴が行きたいと言っているのだから行かせてあ
げなさい」という鶴の一声で許可されたと伝えられます。

御用邸本邸から移された鶴のブロンズ像

昭憲皇太后御摘草記念碑


